第３回L-Band RF Gun 開発G会合

日程：2008年9月5日(金)

時間：13：30 – 14：30

出席者：早野、武藤、浦川(KEK)、磯山、加藤、柏木(大阪)、栗木(広島)

ビオデ接続：52869

早野：FNALの空洞納期の遅れについて

FNAL内部の問題から、当初予定されていた9月のFNALからの空洞の納入は不可能となった。空洞とカプラーは2009年3月に納入されることになった。

柏木：プロトタイプの製作について

9月中に図面を確定し、10月から製作に入りたい。KEKの工作での製作を考えている。

ショート板の位置は当初の計算よりも感度は鈍いということがわかった。

Q：部品図の作図はどうするのか?

A：KEKの工作にお願いしたい。

C：ある程度の図面がないと工作に頼むにしても難しい。一度コンタクトして相談するべき。

Q：ソレノイドについてはどのように進めるべきか? FNALあるいはDESYの設計は最適とは思えないが。

A：韓国からのポスドクであるイルムーン氏が現在必要な磁場などをパルメラで計算中。

C：パイプとの干渉など難しいが、解があるか検討が必要。

C：BNLのS-band用のソレノイドは良く出来ている。そのままは使えないが、参考になるだろう。IDX製作、楊氏のところに図面があるのではないか。

Q：ショート板の位置調整はどうするのか?

A：感度は当初予想よりも鈍いので、多少の削り込みで合わせる予定。

栗木：レーザー繰り返しについて

10.8MHzがアンプ後のパルス列の最も高い繰り返しだが、発振器製作の観点からこれよりも高い繰り返しを考えている。Pockels cell でのパルス間引の容易さなどを勘案して21.6MHzあるいは43.2MHzあたりを考えている。ロシアに現状を問い合わせ中。

その他

Q：空洞のビーズ測定だが、KEKで可能か？

A：STFでできる。

C：空洞アセンブルだが、はめこみはクリアランスの分だけ精度が悪くなる。フラット面のほうがよい。

C：その際、あたり面の内壁の縁を幅5mm程度，高さ0.1-0.2mmのステップをつけておくと、締め付けた時のRFコンタクトが良くなる。

Q：つぶれないのか?

A： 5mm程度あればつぶれない。

磯山：Linac08での報告を行うので、協力をお願いしたい。締め切りは9/25である。

Q：発表のポイントは何処に置くのか？

A：阪大が関わっている部分を中心にして報告する予定。可能なら簡単な概略も盛りこみたい。

次回の会合は10/10(金)13：30より

文責：栗木

